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各位 

 

会 社 名 株式会社カナミックネットワーク 

代表者名 代表取締役社長  山本 拓真 

(コード番号：3939 東証プライム市場) 

 

 

介護現場の人手不足を AI で解決へ 

カナミッククラウドサービスを介護 SaaS から介護 AISaaS へ進化 

 

 

団塊の世代が全員 75 歳以上の後期高齢者になる「2025 年問題」。要介護（要支援）認定者が増え

ることで社会保障費の負担増、医療・介護サービスの需要増加、労働力不足など以前から多くの懸念

点が上げられています。 

その 2025 年を迎えた今、介護人材の減少と超高齢化の加速により介護現場の負担はかつてないほ

ど深刻化しています。この課題解決に向けて、現場の業務を抜本的に解決する「AI による介護ソフ

トの進化」が求められています。 

株式会社カナミックネットワーク（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：山本拓真）は、2025 年

6月 11日に厚生労働省記者会見室にて記者発表を行い、国内初となる「本格 AI搭載クラウド介護ソ

フト（介護 AISaaS）」の提供開始を発表いたしました。 

本サービスは、これまで同社が提供してきた介護 SaaSを大幅に進化させたもので、単一の AI機能

にとどまらず、介護業務全体を支援する自律型 AI エージェントを搭載しております。急速に進む高

齢化と介護ニーズの高まりに対応し、次世代の標準モデルとして医療・介護業界に対して大きな課題

解決を目指します。 

会見では、現在の介護現場が直面する課題とその背景、ならびに「カナミック介護 AI-100Vision」

による将来的な展望について、代表取締役社長の山本より詳しく説明が行われました。多数のメディ

ア関係者にご出席いただき、活発な質疑応答も交わされました。 

今後も当社は、テクノロジーの力で介護現場を支え、持続可能な超高齢社会の実現に貢献してまい

ります。 

 

■「カナミッククラウドサービス」について 

超高齢社会に求められる「地域包括ケアシステム」の実現に寄与するために、地方自治体や医師会

及び介護サービス事業者向けの多職種間連携を可能にする地域連携型クラウドサービス。多職種他

法人間の連携を目的とした情報共有システムと、介護事業者向けの業務システムをラインアップし

ております。 

 



 
 

 

2 
 

 

 

  



 
 

 

3 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  上 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社カナミックネットワーク 企画制作部 

所在地 〒150-6031 

東京都渋谷区恵比寿 4-20-3 恵比寿ガーデンプレイスタワー31階 

ＴＥＬ 03-5798-3955  ＦＡＸ 03-5798-3951 

 



東証プライム（証券コード：3939）2025年6月11日

介護現場の人手不足の危機をAIで救う

2025年問題に挑む国内初 本格AI介護ソフトを提供 

＜介護人材不足 × 超高齢社会の加速化 次世代ケアの標準モデルとは＞



カナミック介護AI-100 Vision

Agenda

介護SaaSから介護AISaaSへ P.03

介護AIエージェントの社会的インパクト P.15

カナミックネットワークについて P.17
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1.介護SaaSから介護AISaaSへ
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【出典】

・厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」（介護職員数）

「介護保険事業状況報告」（要介護（要支援）認定者数）

「第９期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について」

・経済産業省「要介護（要支援）認定者の将来推計」

※2025年以降の介護職員数は2022～2023年の減少率を毎年適用した弊社作成の推計

介護職員数と要介護（支援）認定者数の推移

介護職員数
（単位：万人）

要介護(支援)認定者数
（単位：万人）

1-1:介護職員数と要介護認定者数の推計

これまで増加し続けてきた介護職員数が

2023年にピークアウト

要介護（支援）認定者数がピークとなる

2040年の介護職員の必要数は

272万人

団塊世代が全員75歳以上の

後期高齢者となる

2025年問題

これからさらに深刻化する

介護の課題解決には

AI活用が必須!
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■日本の社会保障給付費の見通し

日本の高齢者人口がピークを迎える2040年に向けて医療・介護給付費、人材必要数が増加。

出典：2040年を見据えた社会保障の将来見通し（議論の素材）－経済：成長実現ケース－（内閣官房・内閣府・財務省・厚生労働省 平成30年５月21日）
 厚生労働省「介護人材確保に向けた取り組み」 を基に作成

医療・介護市場規模（需要）は今後も拡大を続けていく。
それに合わせて介護人材（供給）も大幅な増加が必要になる。
しかし、生産人口の低下や外国人労働者の確保の難しさから、すべてを人手に頼るのは難しいため、
これからはAX（AIトランスフォーメーション）が必須になると想定される。

第９期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について2040年を見据えた社会保障の将来見通し

2018年度
（GDP564.3兆円）

2025年度
（GDP707.3兆円）

（計画ベース） （計画ベース）

2040年度
（GDP931.6兆円）

（単位：兆円）

2022年度
（令和4年度）

2026年度
（令和8年度）

2040年度
（令和22年度）

第9期計画期間（2024～2026） 第10期計画期間（2027～2029）

約215万人

約240万人

約272万人

約
25

万
人

約
57

万
人

1-2:これからの高齢化による社会保障費と必要人員数

＝医 療 ＝介 護



介護SaaS

1-3:より高度化した介護システムへ

介護

AISaaS

AI文字
起こし

AI文書
作成

AI音声
介護記録

AIチャット
ボット

AI
OCR

AI要約

ETC..
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介護業務に必要な帳票をはじめ介護のPDCAサイクルを通した様々な業務データ群

様々なデータ群を活用する自立型の『AIエージェント』として業務をサポート

AIエージェント
へ進化



1-4: AI100-Vision

基本情報管理 介護計画 介護サービス提供 請求処理 事業分析

・スタッフ基本情報

・利用者基本情報

・事業所基本情報

・アセスメント

・計画書 手順書

・サービス、スタッフ配置

・訪問ルート

・利用者、スタッフスケジュール

・実施記録 ・支援経過

・国保連請求書

・利用者請求書

・売上、入金管理

・帳票作成状況

・売上分析

・請求エラーチェック

AI100-Vision
介護業務の各フローを効率化するAIエージェントを“100機能”搭載しシステム全体を介護AISaaSとして進化させる

介護AISaaS
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1-5:介護AISaaSのセキュリティー
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介護職員

■セキュリティーの高いクラウド内で管理されたAISaaS

オープン型の汎用生成AI等は利用せず、「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に

準拠する形で国内データセンターにてAIシステム構築及びデータの取扱いを行っています。

医 師

ケアマネジャー

看護師

介護AISaaS

医療0001-1712



1-6:AIエージェント機能例①AI訪問ルート
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地図情報

移動時間情報

要介護者情報

スタッフ・資格情報

【その他】

・訪問コスト（距離・時間・移動給）を削減することができた。

・待機時間を活用し、記録作成などを行うことで報告業務に要する時間が短縮された。

・移動時間の短縮により記録業務やケアマネジャーとの情報共有などに時間を充てられるようになった。

例えば、、、

％約
移動距離
改善

【出典】 ・厚生労働省「介護サービス事業における 生産性向上に資する ガイドライン」

介護AISaaS



1-7:AIエージェント機能例②AI要約機能
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②訪問看護計画書

利用者一人ずつに1か月分の実績・記録から訪問看護報告書作成。
さらにそれを各担当者向けに作成して送付。
※「利用者」とは介護業界用語であり「患者・要介護者」を指します。

①訪問看護指示書

③実績・記録

■訪問看護関連書類

④訪問看護報告書
医師宛

④訪問看護報告書
利用者※宛

④訪問看護報告書
ケアマネジャー宛

時
間

約

/月※1

時
間

約

/月※2

医師

患者・要介護者

ケアマネジャー

患者・要介護者情報

計画書情報

記録情報

実績情報 介護AISaaS

出典：第２回 介護現場革新会議 期日：平成31年２月14日（木） 公益社団法人全国老人福祉施設協議会

※1.記録・カルテ・訓練実施記録・日誌・記録確認・各種計画書作成 時間から推計

※2.弊社ユーザー導入事例からのヒアリングによる推計（弊社予測）

看護師



1-8:AIエージェント機能例③AI計画書作成機能
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アセスメント

サービス担当者会議

■ケアマネジャーによるケアプラン作成

アセスメント情報

会議情報

要介護者情報

評価情報 介護AISaaS

最適化

介護計画書

時
間

約

/月※1

時
間

約

/月※2

出典：第２回 介護現場革新会議 期日：平成31年２月14日（木） 公益社団法人全国老人福祉施設協議会

※1.計画書等作成時間から推計 ※2.弊社ユーザー導入事例からのヒアリングによる推計（弊社予測）

ケアマネジャー



1-9:AIエージェント機能例④ AI音声介護記録機能
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介護

AISaaS

時
間

約

/月※2

時
間

約

/月※1

出典：第２回 介護現場革新会議 期日：平成31年２月14日

（木）公益社団法人全国老人福祉施設協議会

※1.記録・カルテ・訓練実施記録から推計

※2.弊社ユーザー導入事例からのヒアリングによる推計（弊社予測）

介護職員



1-10:AIエージェント機能例⑤AIチャットボット機能
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A. サービス提供体制加算は同一事業所の場合は1種

類まで入れられないように制限をかけております。 サービ

ス提供体制加算を複数入力したい場合は下記手順で

操作をお願いいたします。 提供票画面でもう1種類の

サービス提供体制加算を「違うサービス事業所」で入力

します。 その後、提供票画面でそのサービス提供体制

加算の「対象」にチェック入れ、「事業所一括変更」で正

しいサービス事業所に変更をおこなって下さい。

Q. サービス提供体制加算が1種類しか入れられ

ないが、2種類のサービス提供体制加算を設定し

たい。

時
間

約

/月※2

時
間

約

/月※１

法改正情報

介護報酬情報

補助金情報

マニュアル情報 介護AISaaS

※1.出典：厚生労働省「令和６年度介護報酬改定における改定事項について」を１ページ1分で調べた場合

※2.弊社ユーザー導入事例からのヒアリングによる推計（弊社予測）

介護職員



1-11:AIエージェント利用における実際のお客様の声（Facebook投稿より）
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２.介護AIエージェントの
 社会的インパクト



職種 主な事務作業 必要な人材数
事務にかかる
業務割合

事務にかかる業務
割合を必要人材

数として換算
平均月給 ※1

事務にかかる
業務時間
（/年）

事務にかかる業務
割合を給与として

換算 ※2

計画書等作成、ケア記録、

入所者家族への連絡・報告、

介護給付費請求書作成
23万人 38％ 8.7万人 29万円 744時間 0.3兆円

記録・カルテ・訓練実施記

録、引継ぎ・申送り、連絡、

各種計画書作成、日誌・記

録確認

210万人 25％ 52.5万人 29万円 476時間 1.8兆円

記録・カルテ・訓練実施記

録、引継ぎ・申送り、連絡、

各種計画書作成、日誌・記

録確認

272万人 14％ 38.1万人 25万円 271時間 1.2兆円

- 505万人 - 99.3万人 - - 3.3兆円

■介護AISaaSの2040年時点の成長余地

出典：厚生労働省「介護人材確保に向けた取り組み」

 厚生労働省「看護師等（看護職員）の確保を巡る状況に関する 追加資料」

日本総研「介護支援専門員の養成に関する調査研究事業」

厚生労働省「令和6年介護従事者処遇状況調査結果」

2-1:今後の成長イメージ

日本の高齢者人口がピークを迎える2040年に向けて医療・介護給付費、人材必要数が増加。

弊社が提供する介護AISaaSには、人材不足と社会保障費の課題解消に大きく貢献するポテンシャルがある。

ケアマネジャー

看護職員

上記の合計

※1：介護従事者等の平均基本給額等（月給の者、介護職員等処遇改善加算を取得している事業所）

※2：必要な人材数 x 平均時給（月給から換算）x 事務業務時間

介護職員

介護AISaaSで置換え可能な対象領域
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3.カナミックネットワークについて



主な事業

商 号 株式会社 カナミックネットワーク

証券コード：3939

設 立

資本金 3億2,412万円（内資本準備金1億3,206万円）

グループ従業員数 369名（2024年12月末現在）

グループ会社

2000年（平成12年）10月20日

医療・介護・子育て分野におけるクラウドプラットフォームサービス事業

上場取引所 東京証券取引所プライム市場（証券コード：3939）

事業所 東京本社、北海道営業所、名古屋営業所、大阪営業所、広島営業所、福岡営業所、沖縄営業所

ソフトウェア開発（Webシステム、AI / IoT、アプリ）

＜ 康 美克（大 ）科技有限公司 ＞

Ruby言語を活かしたソフトウェア開発

＜株式会社Ruby開発＞

24時間営業のフィットネスジム及びフランチャイズ運営

＜ 株式会社アーバンフィット ＞

シンガポールのITコンサルティング企業

＜ The World Management Pte. Ltd. ＞

3-1:カナミックネットワークの概要
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1978年生まれ、京都府京都市出身

2000年 大学卒業後、株式会社富士通システムソリューションズ（現富士通株式会社）に入社

インターネットの事業部にて、自社プロダクトの企画開発や大規模受託開発などを経験

2005年 株式会社カナミックネットワーク 入社 取締役 就任

2011年～ 東京大学高齢社会総合研究機構 共同研究員

2012年～ 国立がん研究センター 外来研究員

2014年 株式会社カナミックネットワーク 代表取締役社長 就任（現任）

2016年 東証マザーズ上場

2018年 一般社団法人日本スタートアップ支援協会 顧問（現任）

東証一部上場

2020年 一般社団法人東京ニュービジネス協議会 理事（現任）

2022年 東証プライム市場へ移行

株式会社アーバンフィット取締役会長 就任（現任）

2023年 株式会社Ruby開発 代表取締役社長 就任（現任）

2024年 文部科学省アントレプレナーシップシップ推進大使 就任（現任）

2024年 The World Management Pte Ltd（シンガポール）代表取締役社長 就任（現任）

2025年 筑波大学 非常勤講師 就任（現任）

（その他）

厚生労働省、総務省等の医療・介護・保育・ICTに関わる委員会の委員や部会構成員などを歴任

3-2.代表取締役社長紹介

や  ま  も  と   た  く  ま

山本 拓真

代表取締役社長

社会人大学院 非常勤講師
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AI100-Vision

介護AISaaS
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